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SC-8210 タイムサーバ ご使用のお客様  
※放送局用標準時計装置を接続タイプのみとなります。 

セイコープレシジョン株式会社 
システム事業部 

 
  

１． 不具合内容 
 

(1) 約 20 時間の一定周期で時刻修正時に修正時刻が約 120ms ズレ、10 分後の次の修正時に戻る。 
(2) 処理能力を超えた数の時刻要求パケットを受信し続けるとハングアップする。 

 
２． 対象機器 
 

    SC-8210 タイムサーバ （放送局用標準時計装置接続タイプ） 
     
３． 対象ファームウェア 
 

      LITI Version.BA 
               

４． 不具合原因 
 
    時刻修正処理及びパケット破棄処理のロジックに誤りがあったため、修正。 
 
５． 対応方法 

 
      ファームウェアの Version を BB に変更してください。 
 
 

※ 本不具合内容やファームウェアの変更についてのお問合せは、以下までお願いいたします。 
 
        セイコープレシジョン株式会社 サービス部 
          

TEL：03-5620-6831 （弊社営業日 9:00～17:00） 
 
 「SC-8210 タイムサーバの不具合 SC-8210 – 080601 について」 とご連絡ください。    

不具合修正のご案内 SC-8210 – 080601 


